
 

 

第１２９８回 例会 ２０１７年（平成 29年）９月１１日 

（基本的教育と識字率向上月間/ロータリー友月間）    

 

前回（９月４日）例会記録 

◇プログレス 中村 一 副ＳＡＡ  

１．来客紹介  岡野 秀章 親睦委員 

ゲスト:２名 地区外： ０名 地区内：４名 合計:６名 

ゲスト：アイトス株式会社 代表取締役社長 伊藤 崇行 様 

ゲスト：米山奨学生 フレディアント 君 

 

２．９月お誕生月会員お祝い   

 

 澤田 宗久 会員        （９月 １日） 

 カンタトーレ ドメニコ 会員 （９月 ６日） 

 松永 修 会員         （９月 ６日） 

 上月 環 会員         （９月１６日） 

 

 

 

本日のプログラム                      （本日のプログレス 中村 一 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「奉仕の理想」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ 卓 話 「喜寿にあたり奉仕を考える」 俣野 富美雄 会員 

○ イニシエーションスピーチ 島田 琢也 会員 

○ クラブ協議会 ３１階「カトレア」 １３：４０～１５：４０ 

○ 事前懇談会  ３１階「カトレア」 １１：４５～１２：１５ 

・桃太郎 

・村のかじや 

・みなと 



 

３．会長の時間  伊藤 清一 会長 

先週例会の翌日の朝、北朝鮮がミサイルを発射して北海道の上空を通過して襟裳岬の５００ＫＭのところに落下しました。

また昨日は６度目の核実験をして世界を騒がせています。今週金曜日の９日が北朝鮮の建国記念日を前にして昨日の 

核実験で取りあえず一段落するのか、ミサイルをもう一度発射するのかわかりませんが、当面不安な日々が続きます。 

ところで安倍首相は通常は首相官邸のとなりにある公邸には泊まらずに自宅から官邸に向かうそうですが、８月は２５日と 

２８日の２日だけ公邸に泊まりました。その翌日の２６日と２９日に北朝鮮はミサイルを発射しました。偶然というには出来すぎ

で、安倍首相は北朝鮮のミサイル発射の情報を事前に把握していたことになります。多分昨日の核実験も把握していたと思

いますが、もし近日中にミサイル発射があれば安倍首相は事前に把握できるのだろうと思います。テレビや全国紙ではそう

いう報道はされませんが、夕刊紙やネットをみていると様々な情報を知ることができます。 

先週土曜日に地区の財団セミナーがあり、沖財団委員長とともに出席しました。今年がロータリー財団の１００周年というこ

とでありますが、詳しくは１１月６日の委員会卓話で話されると思います。当日のセミナーの中でグローバル補助金の説明が

あり、そのプロジェクトはロータリーの重点６分野の中の奉仕活動から選ぶということです。重点６分野とは①平和と紛争防止、

②疾病予防と治療、➂水と衛生、➃母子の健康、⑤基本的教育と識字率の向上、➅経済と地域社会の発展の６分野です。

その６分野が１年間に６回、重要月間として割り当てされており、今月は「ロータリーの友」月間とともに、５番目の基本的 

教育と識字率の向上が月間となっています。 

セミナーでは大阪南ＲＣ様がカンボジアでの医療支援でグローバル補助金を受けられ、その内容を大阪南ＲＣの方が 

説明をされました。現地のＲＣとの連携が大変重要で、さらにカンボジアのＲＣの会員の中に日本人がおられたことが何より

幸いしたということです。それを聞いていて大阪船場ＲＣでもバリのタマンＲＣと組めばグローバル補助金を活用したプロジェ

クトができるのではと思いました。 

３０周年事業としては手遅れですが、次々年度の塩尻副会長が会長をされるときに実現できるようにこれから準備すればと

思います。 

 

４．委員会報告 

◎国際奉仕委員会  澤田 宗久 委員 

 昨日９/３（日）午後８時からＢＳ ＮＨＫ１でバヌアツのビーチバレーチームの「世界はＴＯＫＹＯを目指す」と言う番組を 

放映していました。１０月に大阪駅北側のグランフロントでビーチバレーの大会があり、バヌアツチームが東京オリンピックを

目指して参加します。バヌアツのビーチバレーチームは今まで、４度も世界大会で優勝しています。 

 しかしながら、バヌアツは今でも男尊女卑があり、「女は家で家事をするのが当たり前」 「男の人をサポートするのが 

当たり前」と言う事がまかり通っているのが現状です。彼女達は、ビーチバレーを通して女性の自立をはかっています、 

又スポーツの楽しさを教えています。女性にも、自分の人生がある事を番組を通して教えていました。 

 バヌアツ政府は彼女たちをサポートする為の経済的余裕がなく、サポートして頂くスポンサーを探していました。日本まで

の飛行機代は、エアーカランがスポンサーとなり、日本での滞在費を何とかならないか？との依頼がありましたので、梅田に

近い安価なホテルを探してサポートしています。 

 皆様、１０月４日～９日の間で機会がありましたら、グランフロントまで観に行って応援してあげて下さいます様宜しくお願い

致します。 

 

◎地区職業奉仕委員会  澤田 宗久 委員 

 国際ロータリー第２６６０地区・２０１７～２０１８年度クラブ職業奉仕委員長・地区委員・合同勉強会が、９月２日（土）１０：００～

１２：００まで大阪科学技術センターに於いて開催されました。 

 ガバナー片山勉さんの開会挨拶があり、その後地区職業奉仕委員長の北村譲さんが今回のテーマである「ロータリーの 

職業奉仕の考え方」についてと、バズセッションの説明を話されていました。その後、６グループに分れて、「ロータリーの 

職業奉仕について」バズセッションを行いました。参列した各委員長から活発な意見が出ていました。各テーブルごとに 

グループ発表があり、とても有意義な討論を行いました。 

合同勉強会のアンケートを各委員長にお願いしていますので、地区に提出をお願い致します。 



 

◎クラブ再発見委員会  塩尻 明夫 委員長 

先日８月２１日、再発見委員会を開催致しました。杉浦会員をはじめ、委員の皆さんで活発な意見交換が行われました。 

この結果、現在のところ YMCAの外国人留学生に、当クラブのメンバーのインタビュービデオを作らせる、という案が 

出ております。制作には費用面のみならず色々と検討すべき点もあると思いますのでまで決定しておりませんが、 

先日皆様にお送りした議事録の通り議論を進めております。またこの後の理事会でもご報告、情報共有頂く予定です。 

なお、次回の委員会は１０月中に開催の予定としております。 

 

５．３０周年記念事業よりご報告  清水 清一 会員 

３０周年記念事業である開平小学校への図書の寄贈として、金1,000,000円の送付が完了しました。以前より学校側と 

確約していました図書「わが町船場いまむかし」の復刻版が完成していましたので、早々に一冊届けて頂きました。 

会員の皆様に回覧致しますので、ご一読下さい。持参して頂いた校長先生も大変喜んでおられました。 

 

６．ゴルフ同好会よりお知らせ  世話役 松谷 廣信 会員 

９月１３日（水）心斎橋RCさんとの合同ゴルフコンペを、ジャパンメモリアルゴルフ場にて行います。まだ幹事役の心斎橋 

さんから組み合わせ表は来ていませんが、着き次第事務局より直接FAXさせて頂ますのでご承知下さい。 

尚、当日は現地７時３０分ですので宜しくお願いします。 

 

７．ニコニコ報告  沖 真一郎 親睦委員 

アイトス㈱ 伊藤崇行様・・・・父がお世話になっています。 

伊藤 会員・・・・本日親子による卓話です。よろしくお願いします。 

林、島田、新川、塩尻、宮原、清水、沖、杉浦、小島、栗原、斧原、大磯、藤井、中村、小山、俣野、松谷、岡本(茂)、 

井澤、片岡、大嶋、北野、高階、岡本(真)、渡辺、甚田、 

各会員・・・・柔道世界選手権 日本大活躍おめでとう！ 

澤田、カンタトーレ、松永、上月、各会員・・・・９月お誕生月会員 

俣野、岡本(茂)、松永、大磯、各会員・・・・９月創立記念日 

岡本(茂) 会員・・・・９月結婚記念日 

 

８．出席報告 中村 一 副ＳＡＡ 

会員総数 ４１名 出席率計算会員数 ４０名 出席会員数 ３５名 出席率 ８８％ 

第１２９５回（８月７日） 修正出席率 ９０％ 

 

９．卓  話  「弊社の事業継承とブランド戦略」 アイトス株式会社 代表取締役社長 伊藤 崇行 様 

 

今年弊社は創業１００周年を迎え、今年１月から私が父の後を継ぎ社長になりました。この間に時代も

大きくかわり、１００年続いてきたことの歴史を参考にしながらもこれからの時代をどう生き抜くかを考え

なければならないと思っています。 

私は現在、お客様への挨拶回りを中心に日々過ごしていますが、営業マンと同行中に話をして、 

この社員はこう考えているんだ、こんな営業スタイルなんだということをリサーチしております。 

ほとんど出張ばかりで会社にいる時間がありませんが、会長と専務にある程度管理をまかせて、お得意先、仕入先さんを 

回っております。 

弊社は会長が社長の時代に、作業服からスタートしてサービス、メディカル、オフィスウエア、そして安全靴など多くの 

アイテムを増やしながら、ここ数年の間に働く人への仕事服のほとんどすべて対応できる会社になりました。そして、ユニフォ

ーム業界で、総合力ＮＯ．１企業になることができました。今のアイトスになることができたのは情報量の多さとスピード力で

新しい分野を開拓してきたことです。 



 

弊社の強みは「人」にあります。おかげさまでアイトスの大阪ならではの風土もあるかもしれないが、社員の離職率も低く、

仲のいい居心地のいい会社を作り上げてきました。しかし、会長が社長の時代に拡大してきた会社、見た目はいい会社に 

見えますが中身はそんなに良くはないと思っています。 

特に人材教育が不十分だったと思っています。今までの弊社は個人商店の集まりで、個々の実力は素晴らしいし、また 

会社のイベントでは結構まとまって行動してもらえますが、チームで仕事をするとなるとうまくいかない。とりわけ中間管理職

に問題があるように思っています。営業面としては素晴らしくてもマネージメントという点では苦手な社員の方が多い。これか

らの一番の課題は若手の次期課長候補をどう育成するのか、時代に合った社員育成をしなければいけないと思っていま

す。 

また、正直、社長になって「伝える」「指示する」ことがこんなに難しいのかと感じています。今の若手には 1から 10まで 

言わなければ伝わらないことが良くあります。上司がここまでする必要があるのかと思いますが、そこまでしなければ問題が

起こる可能性があります。社長に就任する際、私の思いを伝える為にアイトスのブランドブックを作りました。 

アイトスは英文ではＡＩＴＯＺ、真ん中にＩＴＯ（伊藤）、そして頭と尻にＡとＺをつけＡＩＴＯＺになりました。２文字目のＩを抜くと 

ＡｔｏＺ。この抜いた「ｉ」を社員一人ひとりが考え、次のアイトスを作ってもらいたいと思います。 

弊社が今後生き残っていくには商品力のアップですが必要ですが、ユニフォームに関しては仕事に適した動きやすさ 

などの機能性が必要になってきます。そしてよりユーザー様の希望するものを提案できる企業に育てていきたいと 

思っています。弊社はメーカーの立場なので直ユーザー様への販売はしておりません。また、代理店から同行してほしいと

いうときにしかユーザーにも行っていませんが、今後、直接情報を聞いて提案することで、本当にどの業種を攻めれば、どの

ようなことで困っているのか、どのような規格変更が出てくるのか商売が広がるチャンスが見えてくるのではないかと思いま

す。 

本来のユニフォームのもつ力、みんなが毎日、同じ仕事服を着用して一致団結して、仕事の効率を上げられるユニフォー

ムは、仲間の証でもあります弊社は今後ともユーザー様から支持していただけるユニフォームのトップメーカーとして存続で

きるようにしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    ☆次回９月２５日（月）例会予定 

                     ・卓話：片山 勉ガバナー 

                     ・事前懇談会 ３１階「ローズ」 １１：３０～１２：２０            


